
 観世音講塔兼道標 久保坂 
     造立 寛政 4 年（1794）江戸中頃後半 

     塔正面上部 観世音菩薩坐像浮彫り その下に、観世音 

     その右側 寛政四子年 久保村、 左側 造立月日 

     右側面 坂上道 右 と津加（戸塚） 左 かまくら 

     左側面 右 かねさわ 左 ぐみようじ 

                      自性院所蔵 
 
 
 

 富士塚（相武山小、斜め左に入って道の奥・港南三丁目 23） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   港南三丁目 23 番地辺りに、昭和中頃まであった富士塚 

   都市開発や宅地造成により、日野二丁目 54 へ移転したが     木花之開耶姫像 

   再度移転して、現在日野春日神社西側山頂にある。            瓊瓊杵命の妃、この子に 

   この位置では、富士山は望めない。                   山幸彦・海幸彦 
    
 
 
 
 
 
 
 
 


